
手話言語を広める取組
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「手話を広める知事の会」の取組①

平成29年12月18日に、内閣府へ手話言語法の制定に係る要望書（内閣
府特命担当大臣（少子化対策）宛）を提出したほか、厚生労働省厚生労
働事務次官へも要望を実施

同年12月21日に、文部科学省初等中等教育局長他へも要望書を提出

要 修 正
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手話を広める知事の会の結成以来、初となる
国への手話言語法制定の要望を実施

内閣府の幸田徳之審議官への要望書提出の風景



「手話を広める知事の会」の取組②

全日本ろうあ連盟及び全国手話研修センターの主催事業に協力（共催）し、
全国6ブロックで行政職員対象の手話講習会を開催

⇒全国から225人が参加し、手話によるコミュニケーションの楽しさや条例制定、
その後の施策の推進の必要性を感じたなどの声も聞かれ、受講者から大変好評

要 修 正

京都会場の様子

手話言語条例を制定して終わりではなく、それを周知・浸透させることの
重要性、効果を感じた２日間であった。(受講者) 3

鳥取会場の様子



鳥取県における手話言語を広める取組
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県議会閉会後、議会傍聴席にて



学校で手話を学ぶ取組（手話ハンドブック）

○手話ハンドブックを作成し、全学校へ配布！
•手話を学ぶ大切さや学びの意欲を高めるため、小・中・高等学校・特別支援
学校の全児童・生徒・教職員へ配付。

•手話を正しく理解してもらうため、手話表現の動画も制作。

ハンドブックと動画はＨＰで閲覧できます。
http://www.pref.tottori.lg.jp/265402.htm
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▲ 手話表現説明動画



○取組の成果
･ 手話、障がいへの
関心・理解の向上

･ 子どもたちの積極的な
取組が進展

学校で手話を学ぶ取組（手話普及支援員）

○学校に手話普及支援員を派遣し、手話学習を支援！
各学校からの依頼に基づき、手話学習をサポート。

手話普及支援員として、ろう者、手話サークル会員、聾学校教職員
ＯＢなど88人が登録）（平成29年7月末現在）

手話普及支援員を活用した学習風景
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平成26年6月から平成29年
3月までの間に、214校に、
延べ609回手話普及支援員
を派遣。



全国でも珍しい県立高校での手話の取組

（地元保育所との交流）

（手話部の野球地区
大会での通訳）

各県立高校で手話学習に関する取り組みを拡大中！

 手話学習を授業カリキュラムに位置付け、年間を通じて学習。
＝ 鳥取県立岩美高校 ＝
＜Ｈ２９年度＞ 「手話基礎１」を新たに科目設定して単位を付与
＜Ｈ３０年度＞ 「手話基礎２」を新たに科目設定して単位を付与
★ 県内で唯一「手話部」を設置。

＝ 鳥取県立米子高校 ＝
＜Ｈ３０年度＞ 「手話言語」を新たに科目設定して単位を付与

（手話学習の様子）
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ＩＣＴを活用した「遠隔手話通訳サービス」

県内に居住する聴覚障がい者の方をモニターとして、遠隔手話通訳
サービスをモデル的に実施。 （年中無休、利用時間 8:30～17:30）
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・ろう者と聞こえる人が対面している場合のコミュニケーションに使用。
・タブレット型端末のテレビ電話機能により、手話通訳者が画面越しに通訳。
・窓口などでの簡単なコミュニケーションに最適。

ろう者 聞こえる人

遠隔手話通訳サービス

タブレットのほか、
県庁総合受付、
ＪＲ主要駅・バス
ターミナルなど
の窓口にもタブ
レット型端末を
設置。

（平成25年12月～）

手話通訳



電話リレーサービス
県内に居住する聴覚障がい者の方をモニターとして、電話リレー
サービスをモデル的に実施。 （年中無休、利用時間 8:30～17:30）
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電話リレーサービス（代理電話サービス）

・ろう者等と聞こえる人が離れている場合に使用。
・ろう者等は、聞こえる人に伝えたい用件を、テレビ電話、メール、ＦＡＸによ
り、手話通訳者に伝える。
・手話通訳者は、ろう者等に代わって、電話をかけ、用件を伝える。
・リアルタイムでやりとりができて便利。

依頼

ろう者等 企業等
代理
電話

（平成27年4月～）

テレビ電話
メール
ファックス



○聞こえる人の声を文字に変換し、タブレット型端末の画面上に表示。

○全国で初めて自治体窓口に導入（平成２７年９月から）。

○県庁総合受付、ＪＲ主要駅・バスターミナル等の窓口に設置してい

るタブレット型端末で利用可能。

○難聴者・中途失聴者も便利に利用可能。

音声文字変換システム
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デモンストレーションを行う平井知事

聞こえる人 聞こえない・聞こえづらい人

音声を文字で表示



全国高校生手話パフォーマンス甲子園
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 “手話の聖地”鳥取県で開催する手話パフォーマンスのコンテスト♪

 全国の高校生が、手話を使った歌、演劇、ダンスなどを熱演。

優勝を競い合います！

 第５回大会は、１０月７日に鳥取県米子市で開催します！

 より多くの人が手話に親しみ、ろう者と聞こえる人が交流を深め、
“共に生きていく社会”の実現を目指します！

●日程：平成30年10月7日(日)
●場所：米子コンベンションセンター(鳥取県米子市)

第５回大会

大会公式ロゴ

【申込期間】 ５月２１日（月）～７月６日（金）
※予選審査動画提出は7月19日まで

【予選審査会】８月２日（木）、８月３日（金）

多くの高校生チームの参加申込みをお願いします！

参加チーム募集！！

優勝した奈良県立ろう学校

27都道府県から
54チームが参加申込
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1,800人もの方が来場
し、会場は大いに盛り

上がりました！

第4回大会


